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携帯電話同士の干渉検討について

平成２２年１０月６日

（株）ＮＴＴドコモ
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基本的な検討方針について

これまでの検討状況

第４４回委員会（９月２９日）にて、中間報告（検討１（１）基地局間干渉）。

基本的な検討方針

基本的な検討事項としては、隣接システムとの最小ガードバンド幅と、そのときの共用条件を求めることである。その際、

検討が重複するものは、割愛して検討を効率化する。

周波数検討ＷＧで提示された割り当て案のうち、携帯電話システム間で検討が必要な組み合わせは、次ページに示す

９通りある。しかし、次頁に示すように、これらの検討パターンは、異なるバンドプラン間の共用検討と単一バンドプラン

での共用検討の２通りに集約できるため、今後の検討対象は以下の２パターンで進めていく。

検討手法について

検討１は、異なる無線機間の干渉検討であるのに対し、検討２は、同一無線機内での干渉検討となる。そのため、検

討１は、通常の干渉検討手法（１対１、モンテカル）により共存可能性を検討することとし、検討２については、装置実

装上の実現性についての考察を行うことで結論を得ることとする。

８９０８６０８４５

↑ ↓

９００ＭＨｚ帯
上り

↓

検討１
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局

↑ ↑

８１５

↓

９００ＭＨｚ帯
下り

７００ＭＨｚ帯
上り

７００ＭＨｚ帯
下り

検討２
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局

８００ＭＨｚ帯下りの周波数上端を
８９０ＭＨｚとして、最小ＧＢ幅を算出

７００ＭＨｚ帯上りの周波数上端を
７４５ＭＨｚに固定し、最小ＧＢ幅を算出
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（参考） 干渉検討パターンの絞り込み
720 730 740 750 760 770 780 790 800 810 820 830 840 850 860 870 880 890 900 910 920 930 940 950

ITS 携帯↓ FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑ 携帯↓MCA 携帯↑ MCA 携帯↑ RFID

検討①

ITS 携帯↑／↓ FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑携帯↓／↑

検討②

１ ７００／９００MHｚ帯ペア案 ⇒携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討①）

ITS 携帯↓FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑携帯↑

検討④

ﾗｼﾞｵﾏｲｸ

検討⑥

携帯↓
携帯
↑

MCA
携帯
↓

RFID

検討⑧

３ ９００MHｚ帯再編案

携帯↓
携帯
↑

MCA
携帯
↓

RFID

検討⑨

（２）案９００－２ ⇒ 携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討⑨）

ITS携帯↑ 携帯↑携帯↓ ﾗｼﾞｵﾏｲｸ

ITS
携帯↑／↓ FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑

携帯↓／↑

検討⑦

（３）案７００－３ ⇒ 携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討⑥）

（４）案７００－４ ⇒ 携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討⑦）

（１）案９００－１ ⇒ 携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討⑧）

（１）案７００－１ ⇒ 携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討②、③）

２ ７００MHｚ帯再編案

（２）案７００－２ ⇒ 携帯電話同士の検討が必要なパターン（検討④、⑤）

ITS
携帯↑／↓

FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑
携帯↓／↑

検討③

携帯↑／↓ 携帯↓／↑

ITS
携帯↓

FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑
携帯↑

ﾗｼﾞｵﾏｲｸ
携帯↓ 携帯↑

検討⑤

検討②、④は、同一バンドプラン間の共用検討であり、
どちらかを検討すれば他の組み合わせにも結果を流用
可能

検討①、③、⑤、⑥～⑨は、異なるバンドプラン間の共
用検討であり、どれか１つを検討すれば他の組み合わせ
にも結果を流用可能

⇒検討対象パターンは、上記の２通りに集約可能

ITS 携帯↑ FPU/ﾗｼﾞｵﾏｲｸ 携帯↑ 携帯↓MCA 携帯↓ MCA 携帯↓ RFID
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干渉検討パラメータと検討手法について

検討パラメータは、過去の情通審におけるＬＴＥの送受信パラメータを使用。

基地局間干渉

都市部併設モデル
離隔距離 ３ｍ
水平方向指向性 ： ９０ｄｅｇ
垂直指向性 ： ６．５ｄｅｇ

帯域内干渉の検討にはＡＣＬＲを使用

所要改善量を算出した後、ガードバンド幅を変化させ、フィルタ挿入による改善可否を検討

端末間干渉

モンテカルロシミュレーションによる確率的調査（伝搬モデル：自由空間）

ガードバンドを１ＭＨｚずつ可変させた場合の所要改善量を算出

中継を行う無線局について

中継を行う無線局については、既存帯域（８００Ｍ、１．５Ｇ、１．７Ｇ、２Ｇ）における検討と同様、携帯電話システム間

に関する検討を省略する。

TX RX

水平方向指向性：90deg
垂直方向指向性：6.5deg

水平方向指向性：90deg
垂直方向指向性：6.5deg

離隔距離

（モデル：都心部での併設局)

3ｍ
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検討１① ～異なる無線機間の基地局間干渉～

８９０８６０８４５

↑ ↓

９００ＭＨｚ帯
上り

↓

検討１
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局

↑ ↑

８１５

↓

９００ＭＨｚ帯
下り

７００ＭＨｚ帯
上り

７００ＭＨｚ帯
下り

検討２
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局

前提条件：（８００ＭＨｚ帯）８７５－８９０ＭＨｚ（ＬＴＥチャネル幅：５、１０、１５ＭＨｚ）、（９００ＭＨｚ帯） ＬＴＥ５、１０、１５ＭＨｚ幅

与干渉
システム

被干渉
システム

ガードバンド 離隔距離（ｍ）
所要改善量（ｄＢ）

備考
帯域内 帯域外

ＬＴＥ↓（１５ＭＨｚ） ＬＴＥ↑ ５ＭＨｚ ３ｍ ４９．８ ２９．８ 帯域内干渉のほ
うが所要改善量
が大きいが、基地
局へフィルタを挿
入すれば共用可
能なレベルである。

ＬＴＥ↓（１５ＭＨｚ） ＬＴＥ↑ １０ＭＨｚ ３ｍ ４９．８ ２９．８
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検討１② ～異なる無線機間の移動局間干渉 （ｉ）仕様値による計算～

仕様値による机上検討（モンテカルロシミュレーション）

異なる無線機間の移動局間干渉について、仕様値を用いて、モンテカルロシミュレーションを実施したところ、帯域外干

渉については、ガードバンド幅が１０ＭＨｚあれば共用可能との結果となった。

一方、帯域内干渉については、仕様値を基にした計算では、ガードバンド幅２０ＭＨｚでも共用不可となったため、携帯電

話端末の送信スプリアス特性の実力値を考慮した考察を行なう必要がある。

GB
許容干渉
レベル
[dBm/MHz]

干渉電力
[dBm/MHz]

改善量
[dB]

干渉電力
[dBm/MHz]

改善量
[dB]

干渉電力
[dBm/MHz]

改善量
[dB]

5MHz -111 -92.9 18.1 -87.5 23.5 -83.5 27.5
6MHz -111 -104.1 6.9 -87.1 23.9 -83.3 27.7
7MHz -111 -104.1 6.9 -86.5 24.5 -83.4 27.6
8MHz -111 -104.1 6.9 -86.5 24.5 -84.84 26.16
9MHz -111 -104.9 6.1 -87.6 23.4 -84.1 26.9
10MHz -111 -105.7 5.3 -98.6 12.4 -82.9 28.1
11MHz -111 -105.1 5.9 -99.8 11.2 -83.5 27.5
12MHz -111 -104.7 6.3 -99.2 11.8 -83.7 27.3
13MHz -111 -103.8 7.2 -99.4 11.6 -83.9 27.1
14MHz -111 -105.2 5.8 -99.5 11.5 -84.2 26.8
15MHz -111 -102.9 8.1 -99 12 -96.1 14.9
16MHz -111 -104.4 6.6 -99 12 -95.6 15.4
17MHz -111 -104.8 6.2 -99.7 11.3 -96 15
18MHz -111 -104.4 6.6 -99.8 11.2 -94.3 16.7
19MHz -111 -103.8 7.2 -99 12 -96 15
20MHz -111 -104.9 6.1 -98.6 12.4 -96.2 14.8

帯域内干渉
15MHz幅10MHz幅5MHz幅

900MHz帯上りのLTEチャネル幅

【帯域内干渉】 ⇒ ＧＢ幅２０ＭＨｚでも不可

【帯域外干渉】 ⇒ ＧＢ１０ＭＨｚで許容可能

↓
875 890

被干渉移動機
与干渉移動機

↑ 5MHz幅

↑ 10MHz幅

↑ 15MHz幅

A A+5

A A+10

A A+15
0.1km

5MHz幅 10MHz幅 15MHz幅

-56 @Gap5MHz  

-44 @Gap10MHz

900MHz帯上りのLTEチャネル幅
帯域外干渉 許容干渉レベル

-55 -51.6 -48.3干渉電力[dBm]

８９０８６０８４５

↑ ↓

９００ＭＨｚ帯
上り

↓

検討１
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局

↑ ↑

８１５

↓

９００ＭＨｚ帯
下り

７００ＭＨｚ帯
上り

７００ＭＨｚ帯
下り
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検討１② ～異なる無線機間の移動局間干渉 （ｉｉ）送信フィルタ特性の考慮～
送信スプリアス特性の実力値を考慮した考察（送信フィルタ特性の考慮）

【前提】 ９００ＭＨｚ帯の移動機が、欧州の既存割り当て（３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８）に対応する送信フィルタをそのまま流用すると仮定。

【考察】 ３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８送信フィルタ特性は、国内既存帯域（３ＧＰＰ Ｂａｎｄ１８、１９）を考慮していないため、９００ＭＨｚ帯移動機から

の帯域外輻射による干渉をフィルタ特性により回避することは期待できない。従って、実際の送信波形を考慮した更に詳細な考察を行う。

820 870 920 970890 900

Band19
受信

(ﾄﾞｺﾓ)

915880

Band8
受信

960925

940 960950930910880860850840830

890875

３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８送信フィルタ特性

900

Band18
受信

(KDDI)

割り当て
検討案

860

送信 受信

945 950

Band19
受信

(ﾄﾞｺﾓ)

890875 900 915

Band18
受信

(KDDI)

860 945 960

３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８

９００案１

９００案２

GB

GB

Band8
送信

（＊） 村田製作所 ＨＰより抜粋
http://search.murata.co.jp/Ceramy/image/img/PDF/JPN/SAYFP897MCA0B00.pdf

（ＭＨｚ）

３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８送信フィルタ特性

送信 受信

挿
入

損
失

（
ｄ

Ｂ
）

フィルタによる損失が期待できない周波数領域
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検討１② ～異なる無線機間の移動局間干渉 （ｉｉｉ）送信波形の考慮～

送信スプリアス特性の実力値を考慮した考察（送信波形の考慮）

【前提１】 欧州の既存割り当て（３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８）に対応する送信フィルタ特性をそのまま流用すること

【前提２】 既存帯域（３ＧＰＰ Ｂａｎｄ１８、１９）の保護規定（＝－４０ｄＢｍ／ＭＨｚ）を閾値として判定

【考察】

携帯電話システムでは、同じ地域で近接して運用する帯域では、干渉を回避するために、各帯域にスプリアス規定を設

定しており、３ＧＰＰ Ｂａｎｄ１８、１９帯域では、－４０ｄＢｍ／ＭＨｚという値が設定されている（次頁参照）。ここでは、

検討対象帯域に、Ｂａｎｄ１８、１９と同じ保護基準を適用することを前提とした。

送信スプリアス特性の実力値を考慮した考察の一例として、Ｂａｎｄ１９用端末に実装されるものと同等のアンプを用い

た室内実験により、送信波形から勘案して、保護規定を守ることが可能かどうか、守るために必要な送信電力低減値

はどの程度になるかを解析した。

Ｂａｎｄ１８、１９を保護するために必要なＡ－ＭＰＲ値（＊）

９ｄＢ以上＠ＲＢ１１５ＭＨｚ送信

７ｄＢ以上＠ＲＢ５０１０ＭＨｚ送信

３ｄＢ以上＠ＲＢ２５５ＭＨｚ送信

【ＧＢ＝１０ＭＨｚの時の結果】

８９０８６０８４５

↑ ↓

９００ＭＨｚ帯
上り

↓↑ ↑

８１５

↓

９００ＭＨｚ帯
下り

７００ＭＨｚ帯
上り

７００ＭＨｚ帯
下り

Ｂａｎｄ１８、１９保護規定
＝－４０ｄＢｍ／ＭＨｚ

（＊） Ａ－ＭＰＲ（Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ Ｍａｘｉｍｕｍ Ｐｏｗｅｒ Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ）：隣接業務などへの干渉を低減するために３ＧＰＰで規定されている制御手法
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（参考） ３ＧＰＰ規定 （Ｓｐｕｒｉｏｕｓ ｅｍｉｓｓｉｏｎ ｂａｎｄ ＵＥ ｃｏ-ｅｘｉｓｔｅｎｃｅ ＴＳ３６．１０１より抜粋）

Ｅ-ＵＴＲＡ
Ｂａｎｄ

Ｎｏｔｅ２１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ３８

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ １、３、７、８、３３、３４、３８、３９、４０
２０

Ｎｏｔｅ８１９１５．７-１８８４．５

Ｎｏｔｅ７

０．３-４１
１９１９．６-１８８４．５

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

Ｎｏｔｅ９

Ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ ｗｈｅｎ ＮＳ_０８ ｉｎ ｓｅｃｔｉｏｎ ６．６．３．３．３ ｉｓ ｓｉｇｎａｌｌｅｄ ｂｙ ｔｈｅ ｎｅｔｗｏｒｋ．
１-４０８９５-８６０Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ １、９、１１、２１、３４

１９

Ｎｏｔｅ８１９１５．７-１８８４．５

Ｎｏｔｅ７

０．３-４１
１９１９．６-１８８４．５

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-４０８９５-８６０Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ １、９、１１、２１、３４

１８

Ｎｏｔｅ２１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ４、１０

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ２、５、１２、１３、１４、１７
１７

０．００６２５-３５７７５-７６３Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ２、４、５、１０、１２、１３、１４、１７
１４

０．００６２５-３５７７５-７６３Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ２、４、５、１０、１２、１３、１４、１７
１３

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ７

Ｎｏｔｅ２

Ａｓ ｅｘｃｅｐｔｉｏｎｓ, ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ ｗｉｔｈ ａ ｌｅｖｅｌ ｕｐ ｔｏ ｔｈｅ ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ
ｄｅｆｉｎｅｄ ｉｎ Ｔａｂｌｅ ６．６．３．１－２ ａｒｅ ｐｅｒｍｉｔｔｅｄ ｆｏｒ ｅａｃｈ ａｓｓｉｇｎｅｄ Ｅ－ＵＴＲＡ ｃａｒｒｉ
ｅｒ ｕｓｅｄ ｉｎ ｔｈｅ ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ ｄｕｅ ｔｏ ２ｎｄ ｏｒ ３ｒｄ ｈａｒｍｏｎｉｃ ｓｐｕｒｉｏｕｓ ｅｍｉｓｓｉｏｎｓ.  
Ａｎ ｅｘｃｅｐｔｉｏｎ ｉｓ ａｌｌｏｗｅｄ ｉｆ ｔｈｅｒｅ ｉｓ ａｔ ｌｅａｓｔ ｏｎｅ ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ ＲＥ ｗｉｔｈｉｎ ｔｈｅ ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ ｂａｎｄｗｉｄｔｈ （ｓｅｅ Ｆｉｇｕｒｅ ５．６－１） ｆｏｒ ｗｈｉｃｈ ｔｈｅ ２ｎｄ ｏｒ ３ｒｄ ｈａｒｍｏｎｉｃ, ｉ．
ｅ． ｔｈｅ ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｅｑｕａｌ ｔｏ ｔｗｏ ｏｒ ｔｈｒｅｅ ｔｉｍｅｓ ｔｈｅ ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｏｆ ｔｈａｔ ＲＥ, ｉｓ ｗｉｔ
ｈｉｎ ｔｈｅ ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ｂａｎｄｗｉｄｔｈ（ＭＢＷ）.

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ３

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ １、８、２０、３３、３４、３８、３９、４０

８

Ｎｏｔｅ６

Ｎｏｔｅ８

Ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ ｗｈｅｎ ｃｏ－ｅｘｉｓｔｅｎｃｅ ｗｉｔｈ ＰＨＳ ｓｙｓｔｅｍ ｏｐｅｒａｔｉｎｇ ｉｎ １８８４．５ – １９１

５．７ＭＨｚ．

１９１５．７-１８８４．５

Ｎｏｔｅ６

Ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ ｗｈｅｎ ＮＳ_０５ ｉｎ ｓｅｃｔｉｏｎ ６．６．３．３．１ ｉｓ ｓｉｇｎａｌｌｅｄ ｂｙ ｔｈｅ ｎｅｔｗｏｒｋ．

Ｎｏｔｅ７

Ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ ｗｈｅｎ ｃｏ－ｅｘｉｓｔｅｎｃｅ ｗｉｔｈ ＰＨＳ ｓｙｓｔｅｍ ｏｐｅｒａｔｉｎｇ ｉｎ １８８４．５ – １９１
９．６ＭＨｚ．０．３-４１

１９１９．６-１８８４．５

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-５０８９５-８６０Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ３９

Ｎｏｔｅ３

Ｔｏ ｍｅｅｔ ｔｈｅｓｅ ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ ｓｏｍｅ ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ ｗｉｌｌ ｂｅ ｎｅｅｄｅｄ ｆｏｒ ｅｉｔｈｅｒ ｔｈｅ ｏ
ｐｅｒａｔｉｎｇ ｂａｎｄ ｏｒ ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ ｂａｎｄ．

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ ３３

１-５０ＦＤＬ_ｈｉｇｈ-ＦＤＬ_ｌｏｗＥ－ＵＴＲＡ Ｂａｎｄ １、３、７、８、９、１１、２０，２１、３４、３８、４０

１

Ｃｏｍｍｅｎｔ
ＭＢＷ

（ＭＨｚ）

Ｍａｘｉｍｕｍ
Ｌｅｖｅｌ
（ｄＢｍ）

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｒａｎｇｅ
（ＭＨｚ）

Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ ｂａｎｄ



© ２０１０ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ，ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ． 9

検討２ ～同一無線機内での干渉について～

検討２は、同一無線機内の干渉検討である。一般的に、送受信タイミングが一致する通信方式を用いる無

線機においては、自身の送信機から受信機へ回り込む干渉を抑える必要があり、これは、送信ＡＭＰの帯

域外輻射の低減とＤＵＰの送信側フィルタにおける受信帯域の阻止により実現される。

この無線機器内での回り込み干渉は、受信機入力端において熱雑音レベル付近まで抑える必要があるが、

異なる無線機間での干渉とは異なり、空間の伝搬損が期待できないため、送受信間隔が狭い場合は、無

線機の設計上厳しい条件となる。

８９０８６０８４５

↑ ↓

９００ＭＨｚ帯
上り

↓

検討１
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局

↑ ↑

８１５

↓

９００ＭＨｚ帯
下り

７００ＭＨｚ帯
上り

７００ＭＨｚ帯
下り

検討２
干渉検討パターン
①基地局⇒基地局
②移動局⇒移動局
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検討２ ～同一無線機内での干渉検討～

ＤＵＰ

ＴＰＡ ＬＮＡ

ＡＮＴ

７３０ ７４５ ７５５ ７７０

送信帯域 受信帯域

受信帯域への不要輻射の低減

送信側フィルタによる
受信帯域の阻止

バンドＧＡＰ

送信 受信

送受信ＧＡＰ

ここでは、３ＧＰＰの既存周波数帯における送受信間隔（バンドＧＡＰ、送受信ＧＡＰ）規定の実例を参考に同一無線機内

での干渉を回避するために必要な現実的な最小送受信間隔を考察する。

下表に示すように、ＬＴＥ伝送幅１０ＭＨｚの場合は、バンドＧＡＰ１８ＭＨｚ、送受信ＧＡＰ３０ＭＨｚのケース（Ｂａｎｄ１７）

がある。ＬＴＥ伝送幅１５ＭＨｚの場合は、バンドＧＡＰ３０ＭＨｚ、送受信ＧＡＰ４５ＭＨｚのケース（Ｂａｎｄ１８、１９）がある。

いずれも、バンドＧＡＰは、伝送幅の２倍程度、送受信ＧＡＰは３倍程度を確保している。

したがって、検討２②においてもＬＴＥ伝送幅の２倍程度のバンドＧＡＰ、３倍程度の送受信ＧＡＰを想定すれば、現実的な

装置設計が可能と考えられる。

日本（ＤＣＭ）

日本（ＫＤＤＩ）

米国

米国

ＩＭＴコア帯域

運用地域

２５０１５４５３０８７５－８９０８３０－８４５Ｂａｎｄ１９

２５０１５４５３０８６０－８７５８１５－８３０Ｂａｎｄ１８

２０３１０３０１８７３４－７４６７０４－７１６Ｂａｎｄ１７

２０３１０ー３１ー２１７４６－７５６７７７－７８７Ｂａｎｄ１３

１００ー２０１９０１３０２１１０－２１７０１９２０－１９８０Ｂａｎｄ１

感度測定
時の送信

ＲＢ数

感度
劣化量

（Ｂａｎｄ１
との比較）

（ｄＢ）

ＬＴＥ信号
最大帯域
幅（ＭＨｚ）

送受信
ＧＡＰ

（ＭＨｚ）

バンド
ＧＡＰ

（ＭＨｚ）

下り周波数
（ＭＨｚ）

上り周波数
（ＭＨｚ）

３ＧＰＰ
周波数帯
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（参考） ３ＧＰＰ規定（ＬＴＥバンドプラン等 ＴＳ３６．１０１より抜粋）

≤ ２

≤ ２～５

≤ ３

≤３～ 1２

≤ 1

≤ 1

≤ 1

≤ 1

Ａ－ＭＰＲ
（ｄＢ）

２０１５１０５

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○

○

○(1)

○

○(1)

○(1)

○

○

○

○

○(1)

○

○(1)

○(1)

○

○(1)

○(1)

○

○

○

○

○

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ＬＴＥ ＣＨ幅（ＭＨｚ）

○(1)

○(1)

○(1)

○(1)

○

○(1)

○

○

○(1)

○(1)

○

４８

ー４１

４５

４５

３０

ー３０

ー３１

３０

４８

４００

９５

４５

１２０

４５

４５

４００

９５

８０

１９０

送受信
ＧＡＰ

（ＭＨｚ）

３３

ー１０

３０

３０

１８

ー２０

ー２１

１２

２８

３４０

６０

１０

５０

３５

２０

３５５

２０

２０

１３０

バンド
ＧＡＰ

（ＭＨｚ）

７９１ – ８２１８３２ – ８６２２０

８６０ – ８７５８１５ – ８３０１８

８７５ – ８９０８３０ – ８４５１９

１４９５．９ – １５１０．９１４４７．９ – １４６２．９２１

７３４ – ７４６７０４ – ７１６１７

７５８ – ７６８７８８ – ７９８１４

７４６ – ７５６７７７ – ７８７１３

７２８ – ７４６６９８ – ７１６１２

１４７５．９ – １４９５．９１４２７．９ – １４４７．９１１

２１１０ – ２１７０１７１０ – １７７０１０

１８４４．９ – １８７９．９１７４９．９ – １７８４．９９

９２５ – ９６０８８０ – ９１５８

２６２０ – ２６９０２５００ – ２５７０７

８７５ – ８８５８３０ – ８４０６

８６９ – ８９４８２４ – ８４９５

２１１０ – ２１５５１７１０ – １７５５４

１８０５ – １８８０１７１０ – １７８５３

１９３０ – １９９０１８５０ – １９１０２

２１１０ – ２１７０１９２０ – １９８０１

ＤＬ
（ＭＨｚ）

ＵＬ
（ＭＨｚ）

＃

ＮＯＴＥ１：ｂａｎｄｗｉｄｔｈ ｆｏｒ ｗｈｉｃｈ ａ ｒｅｌａｘａｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ ＵＥ ｒｅｃｅｉｖｅｒ ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔ （Ｃｌａｕｓｅ ７．３） ｉｓ ａｌｌｏｗｅｄ.
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• 携帯電話同士の干渉検討を２つの手法により実施した結果は以下の通りである。

（１）検討１（異なる無線機間の干渉検討）

• 最小ＧＢ幅を１０ＭＨｚとするには、

– 基地局間干渉回避のため、送信側基地局に送信フィルタを挿入する等の干渉回避対策を施せば共
存可能性が高い

– 移動局間干渉回避のため、移動局送信帯域に従来と同様の保護規定（－４０ｄＢｍ／ＭＨｚ）を確保
すれば共存可能性がある。保護規定を守るためには、例えば、３ＧＰＰ Ｂａｎｄ８と同等のハードウェア
を前提とし、Ａ－ＭＰＲ等による送信電力制御を行なう、急峻な特性をもったフィルタを前提とした装
置設計を行うなど、様々な方法が考えられる。

（２）検討２（同一無線機内での干渉検討）

• ＬＴＥ伝送幅の２倍程度のバンドＧＡＰ、３倍程度の送受信ＧＡＰを想定すれば、現実的な装置設計が可能と
考えられる。

まとめまとめ

↑

ＬＴＥ５ＭＨｚ伝送の場合

↑

↑ ↓

↓

↓

ＬＴＥ１０ＭＨｚ伝送の場合

ＬＴＥ１５ＭＨｚ伝送の場合

送受信ＧＡＰ１５ＭＨｚ

送受信ＧＡＰ３０ＭＨｚ

送受信ＧＡＰ４５ＭＨｚ

バンドＧＡＰ
１０ＭＨｚ

バンドＧＡＰ
２０ＭＨｚ

バンドＧＡＰ
３０ＭＨｚ

５ＭＨｚ ５ＭＨｚ

１０ＭＨｚ １０ＭＨｚ

１５ＭＨｚ １５ＭＨｚ
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（参考） ＬＴＥ基地局、移動局パラメータ

LTE基地局 LTE移動局

送信周波数帯 700MHzまたは900MHz 700MHzまたは900MHz

空中線電力 36dBm/MHz注3 23 dBm注2

空中線利得 14 dBi注3 0 dBi注3

給電線損失 5 dB注3 0 dB注3

アンテナ指向
特性（水平）

図A-１参照 オム二

アンテナ指向
特性（垂直）

図A-２参照 オム二

送信空中線高 40 m注3 1.5m注3

帯域幅(BWChannel) 5、10、15、20MHz 5、10、15、20MHz

隣接チャネル
漏えい電力注1

下記または-13dBm/MHzの高い
値
-44.2dBc（BWChannel/2+2.5 MHz
離調）
-44.2dBc（BWChannel/2+7.5 MHz
離調)

下記または-50dBm/3.84MHzの
高い値
-33dBc（BWChannel/2+2.5MHz離
調）注2

-36dBc（BWChannel/2+7.5MHz離
調）注2

スプリアス強度
-13dBm/100kHz注1

-13dBm/MHz
-41dBm/300kHz

-36dBm/100kHz注2

-30dBm/MHz
-41dBm/300kHz
表A－３参照注2

相互変調歪
希望波を30dB 下回る妨害波の
下で、許容輻射限界を超えない
もの

規定無し

スペクトラムマスク特性 規定なし 図A－４参照注2

送信フィルタ特性 表A－４参照 －

その他損失 － ８dB(人体吸収損) 注3

注1：3GPP TS36.104 v8.3.0(2008-9)
注2：3GPP TS36.101 v8.3.0(2008-9)
注3：「携帯電話等周波数有効利用方策委員会報告」(平成17年5月30日)

LTE〈送信側に係る情報〉
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（参考） ＬＴＥ基地局、移動局パラメータ

注1：3GPP TS36.104 v8.3.0(2008-9)
注2：3GPP TS36.101v8.3.0(2008-9)
注3：「携帯電話等周波数有効利用方策委員会報告」(平成17年5月30日)

LTE基地局 LTE移動局

受信周波数 700MHzまたは900MHz 700MHzまたは900MHz

許容干渉電力 -119dBm/MHz(I/N=-10dB) -110.8dBm/MHz(I/N=-6dB)

許容感度
抑圧電力

-43dBm注1 -56dBm注2(BWChannel/2+7.5MHz離調)
-44dBm注2(BWChannel/2+12.5MHz離調)

受信空中線利得 14 dBi ０dBi

給電損失 ５dB ０dB

空中線高 40 m注3 1.5m注3

その他損失 － ８dB(人体吸収損)

周波数範囲 許容値 参照帯域幅

800MHz帯受信帯域 860MHz以上895MHz以下 -40dBm 1MHz

1.5GHz帯受信帯域 1475.9MHz以上1510.9MHz以下 -50dBm 1MHz

1.7GHz帯受信帯域 1844.9MHz以上1879.9MHz以下 -50dBm 1MHz

PHS帯域 1884.5MHz以上1919.6MHz以下 -41dBm 300kHz

2GHz帯受信帯域 2110MHz以上2170MHz以下 -50dBm 1MHz

移動局スプリアス強度に係る規定

LTE〈受信側に係る情報〉
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（参考） ＬＴＥ基地局、移動局パラメータ

LTE基地局の送受信アンテナパターン(水平面)
(「携帯電話等周波数有効利用方策委員会報告」(平成18年12月21日)図3.2-1を引用)

LTE基地局の送受信アンテナパターン(垂直面)
(「携帯電話等周波数有効利用方策委員会報告」(平成18年12月21日)図3.2-1を引用)
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（参考） ＬＴＥ基地局、移動局パラメータ

ＬＴＥ移動局スプリアスエミッションマスク
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（参考） ＬＴＥ基地局、移動局パラメータ

ＬＴＥ基地局送受信フィルタ特性

通過帯域端からの離調周波
数[MHz]

帯域外減衰量[dB]

(a) 1.7リットル
(0.65dB)

(b) 1.9リットル
(0.9dB)

(a) 2.2リットル
(1.1dB)

0 0.7 0.9 1.1

1 0.9 1.2 1.5

2 5 12 15

2.9 21.2 33.6 43.8

3 23 36 47

4 23.5 36.5 48

5 24 37 49

6 25.8 40 52.8

7 27.6 43 56.6

8 29.4 46 60.4

9 31.2 49 64.2

10 33 52 68

11 35 54.4 70.8

12 37 56.8 73.6

13 39 59.2 76.4

14 41 61.6 79.2

15 43 64 82

16 44.4 66.2 84.4

17 45.8 68.4 86.8

18 47.2 70.6 89.2

19 48.6 72.8 91.6

20 50 75 94

21 51.2 76.4 95.8

22 52.4 77.8 97.6

23 53.6 79.2 99.4

24 54.8 80.6 101.2

25 56 82 103

26 57 83.1 104.4

27 57.9 84.2 105.7

28 58.9 85.4 107.1

29 59.8 86.5 108.4

30 60.8 87.6 109.8

37.5 68 96 120

50 77 107

（「携帯電話等周波数有効利用方策委員会」（平成18年12月21日）表３．２－３を引用）
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（参考） ＬＴＥ移動局パラメータ
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